
1990年 出上の木簡

゛
」

た

ん

じ

ま

大
阪
・
五
反
島
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
吹
田
市
南
吹
田
五
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
七
月
ｔ

一
九
八
七
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
吹
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
原
　
学

・
増
田
真
木

・
西
本
安
秀

。
田
中
充
徳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
河
道
跡

・
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
ｉ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衡
出
土
遺
構
の
概
要

五
反
島
遺
跡
は
吹
田
市
の
南
西
部
、
神
崎
川
右
岸
の
沖
積
地
の
標
高
約
三
ｍ

に
立
地
し
、　
一
九
六
六
年
の
南
吹
田
下
水
処
理
場
建
設
時
に
発
見
さ
れ
た
。
そ

の
後
下
水
処
理
場
増
設
に
伴
い
、

一
九
八
四

・
八
五
年
度
の
二
次

部

に
わ
た
る
試
掘
調
査
を
経
て
本

東

格
的
な
発
掘
調
査
が

一
九
八
六

斯

年
度
に
実
施
さ
れ
た
。

邸

　

そ
の
結
果
、
合
計
七
条
に
及

厩

ぶ
河
道
跡
、
堤
防
跡
が
検
出
さ

欲

れ
た
。
河
道
跡
は
古
墳
時
代
に

属
す
る
も
の
が

一
条
、
平
安
ｉ

室
町
時
代
に
及
ぶ
も
の
六
条
で
あ
る
。
堤
防
跡
は
延
長
六
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
検

出
さ
れ
た
。
自
然
の
砂
の
堆
積
を
利
用
し
、
両
側
に
杭
と
横
木
を
組
合
わ
せ
て

斜
面
を
保
護
し
て
い
る
。
現
在
の
神
崎
川
と
糸
田
川
の
合
流
点
付
近
に
位
置
す

る
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
河
の
合
流
点
に
設
け
ら
れ
る
瀬
割
晃
と
判
断
さ
れ
、

平
安
時
代
前
期
に
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
は
弥
生
ｉ
室
町
時
代
ま
で
膨
大
な
量
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
古
墳
時

代
と
平
安
時
代
に
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
る
。
古
墳
時
代
で
は
土
師
器

・
須
恵
器

な
ど
の
他
、
韓
式
系
土
器

・
製
塩
土
器

。
鉄
剣

・
勾
玉
な
ど
重
要
な
遺
物
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
ｉ
鎌
倉
時
代
に
は
土
師
器

・
須
恵
器

・
黒
色

土
器

・
瓦
器
な
ど
の
他
、
緑
釉
陶
器

。
中
国
製
陶
磁
器
も
出
上
し
て
い
る
。
土

器
以
外
に
は
銅
鏡

・
鐙

・
刀
子

。
鎌

・
鋤

・
鉄
鏃

・
竃
な
ど
の
出
上
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
一
部
は
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
鏡

・
鏃

・
馬
具

な
ど
は
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、　
一
地
域
の
祭
祀
に
と
ど
ま
ら
ず
、
む

し
ろ
官
廷
に
関
す
る
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
可
能
性
の
一

つ
と
し
て
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
関
わ
る

「
八
十
鳴
祭
」
を
指
摘
し
う
る
。

木
簡
は
四
点
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
河
道
跡
の
堆
積
層
か
ら
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
×
　
・４
策
ミ
準
ぜ
得
４
領
　
為
御
子
浄
心
浄
栄

×
□

Ｉ
Ｉ
蟹
鷲
□
で
４
　
四
年
供
養
□

（］
μ∞
）
×
］
ω
×
∞
　
Ｏ
ｏ
μ
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轡
雲

紺

Ａ
４
て
査
衰
輸
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「
＜
南
×

④
　
・
×
何
是
善
男
子
善
女
人
功
徳
多

〔薩
於
≧

〔急

難
之

中
己
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ｘ
訂
口
口
怖
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口
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日
口
能
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日
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口
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身
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普
及
於

一
切

皆
共
成
佛
道

□
日
九

年
十
二
□

□
　
□

享
禄
元
年
二
月
十
七
日
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□

ミ
衰
賞
翼
拇
≒

常

□

や
　
　
　
」

∞
『
∞
Ｘ

∞
ω
×

∞
　

Φ
ω
μ

（
］
『
）
×

〕
卜
×

Φ
あ

　

ｏ
ω
μ

（Ｐ『
ミ）
×
μ∞
×
卜
　
（湧
μ



1990年出上の木簡

圏

９

ω
を
①
は
笹
塔
婆
、
④
は
柿
経
で
あ
る
。
①
は
上
下
端
と
も
欠
失
し
て
お
り
、

片
面
に
墨
書
が
あ
る
。
二
行
に
わ
た
っ
て
種
子
が
書
か
れ
て
お
り
、
随
求
小
呪

の
下
半
部
に
あ
た
る
。
そ
の
下
に
、
浄
心
浄
栄
の
た
め
の
四
年
供
養
と
あ
り
、

追
善
供
養
の
笹
塔
婆
で
あ
る
。

②
は
細
長
い
材
を
用
い
、
頭
部
を
五
輪
塔
状
に
削
り
出
し
、
下
端
を
や
や
尖

り
気
味
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
面
に
墨
書
が
あ
る
。
表
側
の
最
上
部
の
空

・

風

・
火

・
水

・
地
輪
の
各
部
に
五
大
種
子
を
配
し
、
そ
の
下
に
キ
リ
ー
ク

（阿

弥
陀
如
来
の
種
子
）
と
左
に
サ
ク

（勢
至
）
を
記
す
。　
右
は
判
読
で
き
な
い
が
、

サ
ー

（観
圭ｅ

が
記
さ
れ
、
阿
弥
陀
三
尊
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
下
に
は

「毎
自
作
是
念
…
…
」
と
掲
文
が
二
行
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は

『妙
法
蓮
華
経
』
如
来
寿
量
品
第
十
六
の
末
文
で
破
地
獄
掲
と
い
わ
れ
、

板
塔
婆
、
板
石
塔
婆
に
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
元
興
寺
極
楽
坊
の
笹
塔

婆
Ｄ
十
二
十
十

一
に
も
類
例
が
あ
る
。
そ
の
下
に
、
享
禄
元
年

（
一
五
一一八
ゴ

一

月
十
七
日
の
日
付
が
あ
る
。
右
側
に

「日
九
」
「年
」
「十
二
」
な
ど
の
文
字
が

確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
も
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

裏
面
は
、
五
輪
各
輪
に
胎
蔵
界
真
言
を
配
す
る
。
そ
の
下
に
地
蔵
菩
薩
の
種

子
が
記
さ
れ
、
表
面
の
阿
弥
陀
三
尊
に
対
応
す
る
配
置
で
あ
る
。

以
下
、
「願

以
此
功
徳
…
…
」
は

『
妙
法
蓮
華
経
』
化
城
喩
品
第
七
に
み
え
る
掲
文
で
あ
る
。

類
例
は
多
く
、
弘
法
大
師
坐
像
胎
内
納
入
経
巻

公
死
興
寺
所
蔵
）
の
う
ち
、
正
中

二
年

（
一
三
一一五
）
の
年
号
の
あ
る

『妙
法
蓮
華
経
』
巻

一
の
巻
末
に
書
か
れ
た

も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
大
宰
府
史
跡
第
七
八
次
調
査
Ｓ
Ｇ
二

一
三
〇
で
出
上
し

た
笹
塔
婆
に
類
例
が
あ
る
。
現
在
で
も
読
経
の
最
後
に
唱
え
る
回
向
文
と
し
て

広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
種
子
は
胎
蔵
界
五
仏
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
下
の
種
子
は
や
や
不
鮮
明
で
、
完
全
な
表
記
で
は
な
い
も
の
の
、
「
４
」

「
３
『
」
の
二
年
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
釈
迦
如
来
、
大
日
如
来
と
考
え
ら
れ

る
。
五
輪
塔
形
の
塔
婆
の
形
態
を
ほ
ぼ
と
ど
め
、
紀
年
銘
を
有
す
る
重
要
な
資

料
で
あ
る
。

①
は
極
め
て
薄
い
材
を
用
い
、
頭
部
を
山
形
に
し
、
左
右
に
切
り
込
み
の
あ

る
笹
塔
婆
で
、
断
片
的
に
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
。

「南
」

一
字
の
み
遺
存
し
、

下
に
は

「無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
文
言
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

ω
は
細
長
く
薄
い
材
の
両
面
に
墨
書
し
た
柿
経
で
あ
る
。

「何
是
善
男
子
善

女
人
功
徳
多
」
は

『
妙
法
蓮
華
経
』
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
の
四
三
行



目
に
当
た
る
。
一異
は
七
八
行
日
に
当
た
り
、
二
〇
本

一
組
で
使
わ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

以
上
の
笹
塔
婆
は
お
お
む
ね
室
町
時
代
後
期
に
、
柿
経
は
南
北
朝
期
に
属
す

る
と
判
断
さ
れ
る
。
笹
塔
婆
の
性
格
に
つ
い
て
は

『
地
獄
草
子
』
コ

遍
聖
絵
』

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
墓
地
に
立
て
ら
れ
て
い
た
の
が
流
さ
れ
た
と
も
、
四
十

九
院
の
塔
婆
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
河
道
の
出
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で

も
民
俗
例
に
み
え
る
塔
婆
流
し
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
室
町
時
代
後
期
成

立
の

『
七
十

一
番
職
人
歌
合
』

の
三
十
六
番
に
、

「
い
た
か
」
と
呼
ば
れ
る
僧

に
よ
る
塔
婆
供
養
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

「流
れ
灌
頂
」
と
言
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。　
ま
た
、

露
百
国
卿
記
』
明
応
三
年

（
一
四
九
四
）

八
月

一
六
日
条
に
は
、
山
科
言
国
が
息
子
の
定
言
の
供
養
の
た
め
に
流
れ
灌
頂

を
行
な
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
今
回
報
告
す
る
資
料
は
、
こ
れ
ら
の
文
献

に
み
え
る
流
れ
濯
頂
に
関
わ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
室
町
時
代
の
仏
教
民
俗

を
知
る
重
要
な
資
料
と
な
っ
た
。

な
お
、
今
回
報
告
の
木
簡
四
点
の
釈
文

。
内
容
及
び
図
面
精
図
は
、
働
元
興

寺
文
化
財
研
究
所
人
文
考
古
学
研
究
室
藤
澤
典
彦
氏
に
依
頼
し
た
、
吹
田
市

一

九
八
九

・
九
〇
年
度
埋
蔵
文
化
財
特
殊
鑑
定
調
査
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
藤
澤

氏
か
ら
多
く
の
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

藤
原
　
学

・
増
田
真
木

・
西
本
安
秀

「大
阪
府
五
反
島
遺
跡
」

翁
日
本
考
古

学
年
報
』
三
九
　
一
九
八
七
年
）

『
摂
津

・
五
反
島
遺
跡
の
検
討
』
翁
古
代
を
考
え
る
』
五
〇
　
一
九
八
九
年
）

吹
田
市
教
育
委
員
会

「五
反
島
遺
跡
の
内
業
調
査
」

令
文
化
財
紀
要
』
二
　
一

九
八
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
本
安
秀
）




